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二
〇
〇
一
年
四
月
に
情
報
公
開
法
が
施
行
さ
れ
、
外
務
省
が
機
密

指
定
を
解
除
し
た
文
書
の
な
か
に
、
一
九
七
二
年
七
月
の
竹
入
義
勝

公
明
党
委
員
長
と
周
恩
来
総
理
の
三
回
に
及
ぶ
秘
密
会
談
の
記
録
が

含
ま
れ
て
い
る
。
罫
線
紙
で
五
六
枚
に
わ
た
る
手
書
き
の
会
談
記
録

に
は
、
国
交
正
常
化
に
際
し
て
の
中
国
側
の
共
同
声
明
案
が
一
字
一

句
正
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
竹
入
メ
モ
」
と
し
て
、
田

中
首
相
が
訪
中
を
決
断
す
る
決
定
的
な
判
断
材
料
と
な
っ
た
。

　

一
九
七
二
年
七
月
七
日
に
田
中
角
栄
政
権
が
成
立
し
た
時
、
既
に

日
中
国
交
正
常
化
の
機
は
熟
し
て
い
た
。
前
年
七
月
の
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
訪
中
に
よ
る
米
中
接
近
が
展
開
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
に
は
中

国
政
府
の
国
際
連
合
加
盟
が
実
現
し
て
い
た
。
ま
た
財
界
か
ら
も
訪

中
団
が
相
次
ぎ
、
日
本
国
内
に
「
中
国
ブ
ー
ム
」
を
巻
き
起
こ
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

日
中
国
交
正
常
化
を
旗
印
に
自
民
党
内
の
支
持
を
固
め
て
成
立
し

史
料
が
語
る

日
本
外
交
●1

「
竹
入
メ
モ
」　

日
中
国
交
正
常
化
を
進
め
た

公
明
党
委
員
長
の
独
断
専
行

中
国
側
の
誤
解
と
、
竹
入
の
独
断
―
―

二
つ
の
偶
然
が
重
な
っ
て

歴
史
は
う
な
り
を
上
げ
て
動
き
始
め
た
。

香
川
大
学
法
学
部
准
教
授

井
上
正
也
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た
田
中
政
権
で
あ
っ
た
が
、
表
向
き
の
姿
勢
と
は
裏
腹
に
、
田
中
首

相
は
、
早
期
に
国
交
正
常
化
に
向
か
う
こ
と
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
総

裁
選
で
親
台
湾
派
に
近
い
福
田
赳
夫
に
勝
利
し
た
と
は
い
え
、
自
民

党
内
に
は
未
だ
に
親
台
湾
派
の
影
響
力
が
強
く
、
日
中
関
係
を
め
ぐ

る
軽
率
な
動
き
は
政
権
基
盤
を
弱
体
化
さ
せ
る
懸
念
が
あ
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
の
動
き
と
は
対
照
的
に
、
周
恩
来
は
、
悪
化
す
る
中

ソ
対
立
へ
の
懸
念
も
あ
り
、
日
本
の
政
権
交
代
を
機
に
一
気
呵
成
に

国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
国
交
正
常
化

交
渉
に
向
け
て
、
日
中
両
政
府
の
橋
渡
し
役
と
し
て
白
羽
の
矢
を
立

て
ら
れ
た
の
が
公
明
党
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
側
が
、
な
ぜ
公
明
党
に
着
目
し
た
の
か
は
今
な
お
不
明
な
点

が
多
い
。
公
明
党
は
、
前
年
六
月
に
竹
入
を
団
長
と
す
る
訪
中
団
を

派
遣
し
、
後
に
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
の
焦
点
と
な
る
「
復
交
三
原

則
」（
当
初
は
「
復
交
五
原
則
」）
を
発
表
す
る
な
ど
、
日
中
関
係
打

開
に
向
け
て
積
極
的
な
野
党
外
交
を
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
党
内

で
深
刻
な
派
閥
対
立
を
抱
え
る
自
民
党
や
社
会
党
よ
り
も
、
秘
密
保

持
の
点
で
公
明
党
の
方
が
好
ま
し
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
の
招
請
を
受
け
た
竹
入
ら
党
代
表
団
は
、
七
月

二
五
日
に
羽
田
を
出
発
し
、香
港
経
由
で
通
常
三
日
か
か
る
行
程
を
、

中
国
側
が
特
別
に
用
意
し
た
列
車
と
航
空
機
を
乗
り
継
い
で
、
そ
の

日
の
内
に
北
京
入
り
し
た
の
で
あ
る
。

　

異
例
と
も
い
え
る
中
国
側
の
接
遇
の
背
景
に
は
、
竹
入
が
田
中
の

命
を
受
け
、
国
交
正
常
化
の
具
体
案
を
持
参
し
て
来
る
と
い
う
誤
解

が
あ
っ
た
。
実
際
、
張
香
山
外
交
部
顧
問
は
、
後
年
、「
田
中
総
理

は
竹
入
委
員
長
を
“
和
製
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
”
に
選
ん
で
中
国
と
交

渉
し
、双
方
の
意
見
を
伝
達
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
取
材
班
『
周
恩
来
の
決
断
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
三
年
）。

竹
入
の
独
断

　

し
か
し
、
実
態
は
「
和
製
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
は
程
遠
い
も
の

で
あ
っ
た
。
出
発
前
に
竹
入
は
田
中
や
大
平
外
相
に
面
会
し
て
、
国

交
正
常
化
の
方
針
や
条
件
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
だ
が
、
二
人
と
も
明

確
な
回
答
を
避
け
、
竹
入
は
有
益
な
情
報
を
引
き
出
せ
な
か
っ
た
。

田
中
は
「
日
中
に
手
を
着
け
た
ら
台
湾
派
の
抵
抗
は
強
く
、
田
中
内

閣
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
。
俺
は
日
中
を
考
え
る
余
裕
も
な
い
し
、

今
は
や
る
気
が
な
い
」
と
後
ろ
向
き
の
姿
勢
を
見
せ
、
竹
入
が
周
恩

来
宛
の
一
筆
を
求
め
て
も
、「
代
理
と
受
け
止
め
ら
れ
る
」
と
拒
絶

し
た
と
い
う
。
こ
の
時
点
で
、
田
中
は
竹
入
を
橋
渡
し
役
と
見
な
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
公
明
党
の
支
持
母
体
で
あ
る
創

価
学
会
か
ら
も
竹
入
訪
中
に
反
対
す
る
圧
力
が
あ
っ
た
。
竹
入
の
後

年
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
あ
る
幹
部
か
ら
「
何
も
田
中
首
相
を
助
け
る
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た
め
に
行
く
こ
と
は
な
い
。
破
門
さ
れ
る
ぞ
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
と

い
う
。そ
れ
を
押
し
切
っ
て
の
訪
中
で
あ
っ
た
だ
け
に
、竹
入
は
、「
手

ぶ
ら
で
帰
れ
ば
、
後
ろ
か
ら
鉄
砲
で
撃
た
れ
か
ね
な
か
っ
た
」
と
回

顧
す
る
ほ
ど
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
（
石
井
明
他
編
『
記
録

と
考
証　

日
中
国
交
正
常
化
・
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
交
渉
』
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

　

結
局
、日
本
政
府
の
共
同
声
明
案
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
竹
入
は
、

そ
の
こ
と
を
伏
せ
た
ま
ま
、持
参
し
た
共
同
声
明
私
案
（
竹
入
私
案
）

を
基
に
、
周
恩
来
と
の
会
談
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
七
月

二
七
日
の
第
一
回
会
談
で
、「（
あ
な
た
は
）田
中
首
相
の
伝
言
を
も
っ

て
来
て
い
る
の
で
す
」
と
発
言
す
る
周
を
前
に
、
竹
入
は
持
参
し
た

共
同
声
明
案
が
私
案
で
あ
る
と
言
い
出
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
私
案
に
基

づ
い
て
日
本
側
の
考
え
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
九
月
下
旬
の
田
中

訪
中
の
段
取
り
ま
で
踏
み
込
ん
で
協
議
し
た
の
で
あ
る
。
田
中
政
権

の
支
持
な
し
に
行
わ
れ
た
竹
入
の
交
渉
は
、
後
か
ら
見
れ
ば
、
か
な

り
き
わ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
必
然
」
で
は
な
か
っ
た
「
竹
入
メ
モ
」

　

し
か
し
、
竹
入
の
独
断
専
行
は
、
結
果
的
に
日
中
国
交
正
常
化
へ

の
扉
を
押
し
開
い
た
。
周
恩
来
は
、「
竹
入
私
案
」
と
竹
入
と
の
会

談
を
基
に
、
中
国
側
共
同
声
明
案
を
起
草
し
、
毛
沢
東
の
裁
可
を
得

た
上
で
、
二
九
日
の
第
三
回
会
談
で
竹
入
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
共
同
声
明
に
盛
り
込
む
八
項
目
と
、
台
湾
に
関
す
る
「
黙
約
事

項
」
三
項
目
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
側
は
、
日
中
交
渉
で

困
難
が
予
想
さ
れ
た
台
湾
問
題
や
安
保
問
題
に
関
わ
る
点
に
関
し

て
、
中
国
側
が
柔
軟
姿
勢
を
示
す
こ
と
を
示
唆
し
、
さ
ら
に
戦
争
賠

償
の
請
求
を
公
式
に
放
棄
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

周
恩
来
は
、
竹
入
に
共
同
声
明
案
を
文
面
で
渡
さ
ず
、
そ
の
場
で
読

み
上
げ
、
竹
入
に
全
て
記
録
さ
せ
た
。
さ
ら
に
竹
入
は
、
全
三
回
の

会
談
記
録
を
中
国
側
通
訳
と
「
念
入
り
に
摺
り
合
わ
せ
な
が
ら
取
り

ま
と
め
た
」
と
い
う
（
前
掲
『
記
録
と
考
証
』）。

　

帰
国
し
た
竹
入
は
八
月
四
日
午
前
、
首
相
官
邸
で
田
中
と
面
会
し

た
。
こ
の
日
、
竹
入
は
、
中
国
案
の
項
目
を
示
し
た
草
案
の
み
を
提

示
し
た
。
田
中
は
草
案
を
読
み
始
め
た
が
、
遅
れ
て
き
た
大
平
外
相

が
、
田
中
か
ら
草
案
を
取
り
上
げ
、
読
み
上
げ
た
後
に
、
竹
入
に
丁

寧
に
礼
を
述
べ
、
草
案
を
手
に
部
屋
か
ら
飛
び
出
し
て
い
っ
た
と
い

う
。
翌
日
、
竹
入
は
再
び
田
中
と
会
見
す
る
。
こ
の
日
、
竹
入
は
三

回
分
の
会
談
記
録
を
持
参
し
た
。
田
中
は
、
時
間
を
か
け
て
記
録
を

読
み
終
え
た
後
、竹
入
に
、「
い
ま
ま
で
は
い
ろ
ん
な
情
報
が
き
た
が
、

ど
れ
も
こ
れ
も
根
拠
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
判
断
す
る
材
料
に

な
ら
な
か
っ
た
。こ
う
い
う
ふ
う
に
書
い
て
く
れ
れ
ば
わ
か
る
ん
だ
。

行
く
よ
。
大
し
た
も
ん
だ
な
、
周
恩
来
と
い
う
人
物
は
」
と
、
つ
い
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に
訪
中
の
決
意
を
語
っ
た
の
で
あ
る
（
柳
田
邦
男
『
日
本
は
燃
え
て

い
る
か
』、
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）。

　

こ
の
田
中
の
決
断
は
よ
く
知
ら
れ
た
逸
話
で
あ
る
が
、
同
時
に
注

目
す
べ
き
は
、
竹
入
が
持
参
し
た
会
談
記
録
が
、
極
秘
裡
に
日
中
交

渉
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
外
務
省
事
務
当
局
に
、
初
め
て
国
交
正
常

化
の
実
現
に
向
け
た
明
確
な
見
通
し
を
与
え
た
点
で
あ
る
。
外
務
省

は
「
竹
入
メ
モ
」
に
よ
っ
て
初
め
て
、
中
国
側
が
日
台
実
務
関
係
や

日
米
安
保
体
制
に
つ
い
て
は
異
議
を
唱
え
ず
、
さ
ら
に
対
日
賠
償
を

放
棄
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
外
務

省
で
対
中
交
渉
の
準
備
に
あ
た
っ
て
い
た
栗
山
尚
一
条
約
課
長
は
、

「
中
国
側
が
何
を
考
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
上
で
、
一
番

信
頼
で
き
る
も
の
っ
て
い
う
の
は
、
竹
入
さ
ん
の
メ
モ
し
か
な
か
っ

た
。
竹
入
さ
ん
の
メ
モ
を
見
て
私
た
ち
は
、［
中
略
］
中
国
側
が
真

剣
に
日
本
と
正
常
化
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
分
か
っ
た
」
と
回

顧
し
て
い
る
（
栗
山
尚
一
『
外
交
証
言
録
沖
縄
返
還
・
日
中
国
交

正
常
化
・
日
米
「
密
約
」』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）。

　

大
平
外
相
に
率
い
ら
れ
た
外
務
省
は
、「
竹
入
メ
モ
」
で
も
た
ら
さ
れ

た
中
国
案
を
基
に
、
本
格
的
に
国
交
正
常
化
交
渉
に
向
け
た
準
備
を

加
速
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
中
国
交
正
常
化
が
実
現
し
た
の
は
、
竹
入・

周
会
談
か
ら
二
ヶ
月
後
の一九
七
二
年
九
月
二
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

歴
史
の
舞
台
は
必
然
と
偶
然
が
重
な
り
あ
っ
て
進
展
し
、
そ
の
帰

結
に
正
確
な
見
通
し
を
与
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
予
期
せ
ぬ

演ア
ク
タ
ー者
が
、
時
に
舞
台
で
役
割
を
演
じ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に
不
本

意
に
舞
台
を
下
り
ね
ば
な
ら
な
い
演
者
も
あ
る
。
中
国
側
が
既
に
国

交
正
常
化
の
早
期
実
現
の
決
意
を
固
め
て
い
た
以
上
、
竹
入
訪
中
が

な
く
と
も
、
日
本
側
に
そ
の
意
図
が
伝
わ
る
の
は
時
間
の
問
題
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
国
側
の
誤
解
と
竹
入
の
独

断
と
い
う
い
く
つ
か
の
偶
然
の
交
錯
に
よ
っ
て
「
竹
入
メ
モ
」
は
、

日
中
関
係
の
歴
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
日
中
国
交
正
常
化
の
交
渉
記
録
や
「
竹
入
メ
モ
」
は
、
現
在

外
務
省
外
交
史
料
館
で
原
文
書
の
複
写
を
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
石
井

明
・
朱
建
栄
・
添
谷
芳
秀
・
林
暁
光
『
記
録
と
考
証
日
中
国
交
正

常
化
・
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
交
渉
』（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
三
年
）

や
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」『
世
界
と
日
本
』（http://

w
w
w
.ioc.u-tokyo.ac.jp/~w

orldjpn/

）
で
も
確
認
可
能
で
あ
る
。

■
い
の
う
え
　
ま
さ
や
　

一
九
七
九
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士
（
政
治
学
）。
米
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
訪
問
研
究
員
、
神
戸
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
専
任
講
師
な
ど
を
経
て
、二
〇
一
〇
年
よ
り
現
職
。
著
書
に『
日

中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』
が
あ
る
。




